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議  事  録 

会 議 名 第１回杉並区まちづくり景観審議会 

日  時 平成２１（２００９）年７月２９日（水）午後３時～午後５時１５分 

審議会委員 髙見澤（邦）、倉田、河野、日置 
学識経験者 

専門部会委員 高見沢（実）、中島 委    員 

区民委員 大倉、樋口、松本 

出 

席 

者 

説明者（区） 

区 長 

副区長 

都市整備部  都市整備部長、まちづくり担当部長、土木担当部長、 

都市計画課長、まちづくり推進課長、調整担当課長、 

住宅課長、地区整備担当課長、 

拠点整備担当課長（地区整備担当課長）、 

建築課長、土木管理課長、道路区域整備担当課長、 

建設課長、交通対策課長、みどり公園課長 

申    請 1名 傍 

聴 結    果 1名 

配布資料 

☆郵送分 

○杉並区景観計画（案）                               （資料１） 

○杉並区景観色彩ガイドライン（案）                   （資料２） 

 ○杉並区大規模建築物景観形成指針（案）               （資料３） 

 ○杉並区公共施設景観形成指針（案）            （資料４） 

☆当日配布資料 

 ○平成21年度第1回まちづくり景観審議会次第 

 ○配布資料一覧 

 ○第1回まちづくり景観審議会席次表 

 ○杉並区まちづくり景観審議会委員名簿 

 ○杉並区勢概要                      （総合資料１） 

 ○杉並区まちづくり基本方針                （総合資料２） 

 ○すぎなみまちの動き                   （総合資料３） 

 ○東京都市計画図                     （総合資料４） 

 ○都市計画施設図                     （総合資料５） 

 ○杉並区みどりの基本計画                 （総合資料６） 

 ○杉並区みどりの実態調査報告概要版            （総合資料７） 

 ○杉並区まちづくり条例のあらまし         （総合資料８） 

杉並区まちづくり条例 

杉並区まちづくり条例施行規則 

 ○杉並区景観条例、杉並区景観条例施行規則         （総合資料９） 

 ○杉並区まちづくり景観審議会条例         （総合資料10）

  杉並区まちづくり景観審議会条例施行規則     

 ○「杉並区景観計画（案）」等について（まちづくり景観審議会資料） 
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議事次第 

委嘱式 

１．委嘱式 

２．区長挨拶 

３．委員自己紹介、説明員紹介（各管理職紹介） 

議 事 

４．会長選出 

５．副会長選出 

６．会長職務代理指名、専門委員及び部会長について 

７．杉並区のまちづくりについて 

８．まちづくり条例等の説明 

９．杉並区景観計画（案）等について 

10．連絡事項 

11．副区長挨拶 

12．閉会の辞 

 

発 言 者 発  言  内  容 

まちづくり推進課長  お待たせいたしました。ただいまから杉並区まちづくり景観審議会委員

及び専門委員の委嘱式を執り行います。 

私は都市整備部まちづくり推進課長の齋木と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。 

それでは、まず審議会委員の委嘱を行いたいと思います。 

お名前をお呼びいたしますので、委嘱状をお受け取りください。よろ

しくお願いをいたします。 

      （審議会委員、専門委員の委嘱式） 

まちづくり推進課長  なお、本日ご欠席されました審議会委員及び専門委員につきましては、

後日委嘱状をお渡ししたいと存じます。 

以上でございます。皆様、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、ここで山田区長よりご挨拶を申し上げます。 

区    長     山田でございます。 

   本日は平成 21 年度第１回杉並区まちづくり景観審議会の開催に当たり

まして、新しく委員に就任をしていただきました皆様、そして専門委員

にご就任いただきました皆様、お忙しい中お集まりをいただきまして、

本当にありがとうございました。 

   本審議会につきましては、ご案内のとおり、杉並区のまちづくりにか

かわる内容につきまして、杉並区のまちづくり条例、また景観条例、こ

れは今年の４月１日から施行されているものでございますが、その条例

に基づいて、杉並区の今後のまちづくりのあり方について、広く皆様に 



 4

ご審議をいただくという審議会でございます。 

   随分時代も変わってまいりまして、まちづくりの手法も、それぞれの

地域で、住民参加や、手続等を定める時代になってまいりました。また、

景観法も施行されまして、景観条例に基づいて杉並区が新たな景観に配

慮をしたまちづくりをしていくということで、景観の行政団体にも認定

をされて、みずからがその景観につきまして責任をもって行っていくこ

とができるようにもなりました。これから一体この辺をどうやっていく

のかということにつきましては、まだ新しい道でございますので、なか

なか行政だけで進めていくことには大変厳しいものがございます。 

   条例に基づいて広く皆様からご意見をいただきながら、杉並区のまち

づくりの行政を進めていきたいということで、専門とされております諸

先生方、またたくさんの公募の区民の皆様から、非常に優秀な作文内容

で選ばれました３名の区民委員の皆様にもご参加をいただきながら、こ

れからの杉並区のまちづくりの姿というものを議論していただきたいと

考えております。これは初めての試みでございますので、何かこれまで

に事例があったということではございませんが、そういった中で道なき

道にいい道をつくっていただきますよう、お願いをいたします。 

   まちも、歩くと、どんどん昔のものが消えていく中で、まちが新しく

なるのは結構なことではございますけれども、しかし、もう一方で、何

を残し、また残したものを生かしながら未来につなげていくかというこ

とについては、一層の配慮が必要になっておりますし、また、区民の関

心も高いものと考えております。そういった多くの区民の期待にも応え

られますように、私自身も努力をいたしますが、どうかそれぞれの皆様

にもご助言を賜りますように、お願い申し上げます。 

   大変簡単ではございますけれども、委嘱式に当たりまして、一言ご挨

拶申し上げました。どうぞよろしくお願いいたします。 

   ありがとうございました。 

まちづくり推進課長  それでは、次に委員の方に自己紹介をお願いしたいと存じます。 

（審議会委員、専門委員の自己紹介） 

まちづくり推進課長  ありがとうございました。 

では、恐れ入りますが、区長は公務のため、ここで退席をさせていた

だきます。 

発 言 者 発  言  内  容 
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区    長     どうもすみません。よろしくお願いします。 

まちづくり推進課長  続きまして、副区長を紹介させていただきます。 

副 区 長     副区長の菊池でございます。まちづくりを担当しております。どうぞ 

よろしくお願いいたします。 

まちづくり推進課長  続きまして、都市整備部長から区の部課長を紹介させていただきます。 

都市整備部長     都市整備部長の上原でございます。本日は大変ありがとうございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

   それでは、私から杉並区の都市整備部の部課長の紹介をさせていただ 

きます。 

       （部課長級職員紹介） 

都市整備部長     今ご紹介いたしました部課長、次回から全員またうちそろうというわけ 

ではございませんが、ご審議の内容にしたがって資料をつくらせていただ 

いたり、また出席して説明をさせていただいたりいたしますので、どうぞ 

よろしくお願いいたします。 

まちづくり推進課長  以上をもちまして、杉並区まちづくり景観審議会委員及び専門委員の委

嘱式を終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

   引き続きまして、第１回まちづくり景観審議会を開会いたします。よ

ろしくお願い申し上げます。 

   本日のまちづくり景観審議会につきましては、○○委員、○○委員の

２名の委員から所用のため欠席するという旨のご連絡をいただいてござ

います。したがいまして、まちづくり景観審議会委員の 10 名のうち、現

在８名の委員に出席をしていただいておりますので、第１回杉並区まち

づくり景観審議会は有効に成立しているということでございます。 

   また、本日は第１回の審議会ということでございまして、杉並区のま

ちづくりや、まちづくり条例などにつきましてご説明をさせていただく

ため、専門委員の方にもご出席をいただいているところでございます。 

   では、杉並区まちづくり景観審議会条例第四条第一項の規定に基づき

まして、当審議会の会長を互選いただきたいと存じます。 

   それでは、会長の互選につきまして、会長を互選するための座長を決め

ていただきたいと存じますので、よろしくお願いいたします。  

いかがでございましょうか。どなたか、おられないようでありましたら、

座長につきまして僣越でございますが、私からご指名をさせていただきた 

発 言 者 発  言  内  容 
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いと思いますが、よろしいでしょうか。 

   ○○委員に座長をお願いしたいと思います。よろしくお願いをいたし

ます。 

   では、座長席を真ん中に用意してございますので、そちらのほうへお

移りいただけますでしょうか。よろしくお願いします。 

（座長、座長席へ移動） 

座    長     ご指名をいただきましたので、会長が決まりますまで、座長職を務めさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

   今、ご説明いただきましたように、条例に基づきまして、本審議会の

会長は委員の互選ということになっておりますので、委員の方々に適任

の方を推薦いただきたいと思います。どなたか、いかがでしょうか。 

委    員     髙見澤邦郎委員にお願いしたいと思います。ご推薦いたします。 

座    長     今、髙見澤（邦）委員に会長にというご意見がありました。 

   ほかにいかがですか。ご意見ございませんか。 

   では、髙見澤（邦）委員に本審議会の会長に就任いただくということ

でよろしいでしょうか。 

   （「異議なし」の声あり） 

座    長     ありがとうございました。 

 では、髙見澤（邦）委員、会長への就任をお願いできますでしょうか。

ありがとうございます。 

 以上で、会長が決まりましたので、座長職は解かせていただきます。 

   どうもご協力ありがとうございました。 

まちづくり推進課長  ○○委員、ありがとうございました。 

では、お席のほうへお戻りください。 

 それでは、髙見澤（邦）会長に会長席にお座りいただきたいと存じま

す。よろしくお願いいたします。 

（会長、会長席へ移動） 

会    長     では、ご推挙によりまして、僣越でございますけれども、進行役を務め

させていただきます。 

次第によると、今３時半を過ぎているわけだけれども、大変順調に進ん

でおりますので、きょうの中身の意見交換もできるかと思います。ただ、

いずれにいたしましても、２時間が限度の会議でございますので、できる 

発 言 者 発  言  内  容 
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だけ要領よく進めさせていただきます。しかし、十分なご意見も承りなが

ら進めます。あとでご紹介があるかもしれませんけれど、会と会の間でも

何か意見等々を寄せられて、次のときに反映できるようなシステムを考え

ないと、お忙しい皆さんですので、大変かと思います。 

   しかも、あとでこれもご説明いただけると思いますが、まちづくり条

例、景観条例という２つの条例の運用を１つの審議会でやるという、ご

説明は受けても、まだよく理解できない部分もある大変複雑なものだと

考えます。多分初めての経験だと思いますので、委員の一員としても、

また委員の皆様にもご努力いただけたらと思います。 

   そういうことで進行させていただきます。 

まちづくり推進課長  続きまして、まちづくり景観審議会条例施行規則第四条に基づきます

副会長の互選、それからまちづくり景観審議会条例第四条第三項によりま

す会長職務代理者の指名、及び同条例の第七条第二項に基づきます景観専

門部会の委員のご指名を会長にお願いしたいと存じます。 

 また、まちづくり景観審議会条例第六条第二項による、土地利用専門  

部会の委員の指名を行うところでございますが、まちづくり条例の一部

の施行が 10 月１日という予定でございますので、同委員の指名予定を会

長から述べていただきたいと存じます。 

   会長、よろしくお願いいたします。 

会    長     では、ただいまのお話のように、副会長は委員の互選によるということ

でございます。適任の方、どなたかご推薦があれば承りますけれど、いか

がでございますか。 

委    員     倉田委員を推薦いたします。 

会    長     ただいま、倉田委員をご推薦という声がありましたけれど、いかがでご

ざいましょうか。 

    （「異議なし」の声あり） 

会    長     よろしゅうございますか。それでは、倉田委員に副会長をお願いしたい 

と思います。 

（副会長、副会長席へ移動） 

会    長     さらに、会長職務代理者は私のほうから指名するということになってい

るんですね。その違いも私はよく理解していないんですけど、副会長に私

のほうからお願いするという、そういうことで条例上問題ないと思いま 

発 言 者 発  言  内  容 
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すので、ひとつよろしくお願いいたします。 

   一言、何かあれば、どうぞ。 

副 会 長     会長をサポートして、この審議会が非常に意義のあるものになればと 

思っております。よろしくお願いいたします。 

会    長     景観専門部会の委員を指名することになります。部会長として中井委員。

それから中島委員にひとつよろしくお願いしたいと思います。それから審

議会からは、荒井委員、田邉委員を指名させていただきます。 

   それから土地利用専門部会のほうは、部会長を高見沢実委員にお願い 

したいと思います。２人、「タカミザワ」がこんな狭い世界にいて、大変

恐縮ですけど、弟じゃございませんので、遠慮なくお願いいたします。

それから専門部会委員として村木委員と野澤委員を。これは言ってみれ

ば、高見沢実委員も含めて、先ほどのように、予定という複雑な、施行

されていない規則に基づく指名で、半年遅れてそちらがスタートすると

いうことのようでございますので、予定委員としてお願いいたします。

同じく、この審議会からは河野委員と日置委員をお願いしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

   専門部会は、どのくらい案件が具体的に出るか次第である面もありま

すけれども、相手の開発事業者さんの立場もあるから、時間は節約しな

ければいけないし、しかし十分な審議なり、あとでまたご説明があるか

もしれませんけれど、区民がそこに介在できるような手続も一部含まれ

ているわけでございますね。だから、専門部会のほうはかなり急がなけ

ればいけないけれども、十分な審議を反映していかなければいけないと

いう、これもいろいろ初めての試みかと思います。 

以上で委員指名、私のほうからはよろしいわけですね。それでは、そ

んなことでございます。 

まちづくり推進課長  ありがとうございました。 

会    長     傍聴については、本日はいかがでございますか。 

まちづくり推進課長  本日は○○さん１名から傍聴の申し出がございましたので、報告させて

いただきます。 

会    長     ということであります。 

それでは、本題のほうといいますか、議題について事務局のほうからお

示しいただきましょう。 

発 言 者 発  言  内  容 
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まちづくり推進課長  本日は第１回のまちづくり景観審議会でございます。今後、皆様の本審

議会での活発なご議論をしていただくために、まず杉並区のまちづくりに

ついてと、まちづくり条例等の説明を行わせていただきます。次に、現在

策定中の杉並区景観計画（案）などのご説明をし、ご意見をいただきたい

と存じます。 

   資料は、お手元の「配付資料一覧」の内容となってございます。説明 

に入る前に、ご確認をお願いしたいと存じます。かなり分量が多いので、

不足のものがあれば、申しつけていただければと思います。 

会    長     大量にありますから、また本題のご説明の中で、もし、わからないこと

があれば、発言いただきましょう。 

まちづくり推進課長  もし、足りないものがあれば、おっしゃっていただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

会    長     それでは、議事に入りたいと思います。 

   杉並区のまちづくり、条例のご説明も一緒にお願いしますか。 

   では、担当課長にお願いいたします。 

都市計画課長     それでは、都市計画課長のほうからご説明をさせていただきます。 

 資料の１から順番に概要をご説明をさせていただきます。まず、本日 

たくさんの冊子、資料を用意させていただきましたが、時間の制限もござ

いますので、大変恐縮ではございますが、要点のみの説明にさせていただ

きたいと存じます。 

   では、総合資料１でございます。「杉並区勢概要」をごらんいただきた

いと存じます。 

   ２ページをお開きください。杉並区は東京 23 区の西に位置してござい

まして、面積が34 キロ平米。23 区では８番目の広さでございます。平坦

な土地でございまして、東部から西部にかけて少しずつ高くなっている 

という区域でございます。23 区の中でも、練馬、世田谷という山の手３

区として、みどりの多い住宅地でございます。 

   次に、６ページをごらんいただきたいと存じます。最新の 21 年４月の

資料によりますと、人口 52 万 7,942 名、世帯数が 29 万 2,785 ほどござ

います。 

次に、９ページをごらんくださいませ。交通体系でございますが、区

の中央部にＪＲの中央線、北部に西武新宿線、南部に京王電鉄井の頭線 
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と新宿線が東西に走ってございます。なお、東京メトロが中央部の青梅

街道の下、丸ノ内線がございまして、中央部の荻窪駅まで来てございま

す。なお、東部につきましては、環状７号線の丸ノ内線が方南町まで来

ております。この路線が区民の大きな足となっておりまして、区内には

18の駅がございます。 

   次に、幹線道路でございますが、北側から新青梅街道、早稲田通り、 

青梅街道、五日市街道、井ノ頭通り、南の端側に甲州街道が東西に走っ

てございます。なお、縦方向につきましては、区の東側には環状７号線、

西側には８号線が南北に通ってございます。杉並区は南北に横断する道

路整備が若干遅れていることや、市街化の進む中で狭い道路も多いこと

など、南北の交通計画も課題となってございます。 

   次に、総合資料２でございます。都市計画法十八条の二によります

「杉並区まちづくり基本方針」でございます。この「杉並区まちづくり

基本方針」でございますが、杉並区のまちづくりの上位計画として、平

成 14 年に改定をいたしまして、次回の見直しを平成 22 年度に予定して

いるところでございます。 

   ３ページをお開きください。東京都の３つのまちづくりの方針との連

携の中で、区の各事業への計画の基本軸となるものでございます。区の

基本計画や予算運用の総合調整として活用しているものでございます。 

 構成は６章からなってございます。目次をごらんいただきたいと存じ

ますが、最初から３ページ目でございます。第５章というのがございま

すが、分野別方針として７つのまちづくりの方針を定め、第６章では

ゾーン別方針として区内を 14 のゾーンに分けまして、地域の特性に応じ

た目標を示してございます。まちづくり景観審議会におかれましても、

各条例、規則、ガイドラインなどをあわせまして、ご利用いただきたい 

と存じます。 

   次に、総合資料の３でございます。「すぎなみのまちの動き」をごらん

いただきたいと存じます。都市計画法第六条によります土地利用現況調

査と、その他の資料をもとに、杉並区の現状と動向をまとめた冊子でご

ざいます。 

杉並区は、みどり豊かな住環境と、商業・産業・文化などの都市機能

が調和した、個性と魅力あるまちに取り組んできてございます。また、 
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都市整備部の経営方針といたしましても、区民一人ひとりがその天分を

存分に発揮できるようにまちの基盤づくりを進めて、安全で快適な住環

境と都市機能を提供するとしてございます。 

   災害に強く、みどりや水辺などの自然、環境に配慮したまちづくりな

どを重要な課題と位置づけまして、今年度も「杉並百年の景」の実現に

向けまして、事業に取り組んでおります。住民環境の特性を生かしつつ、

住民参加や地区計画などに 

より、地域ごとのまちづくりを幅広く進めていく所存でございます。 

   ２ページ目をごらんいただきたいと思います。この冊子につきまして

は、土地・建物・宅地・道路・公園・緑地の現況が町丁別に整理された

データベースとなってございます。 

 ８ページをごらんいただきたいと存じます。杉並区は偶然にも、住宅、

緑地の用地が区の約80％を占めてございます。 

   また、12 ページをごらんいただきたいと存じます。戸建て住宅と共同

住宅も約８割程度の構成になってございます。 

   次に、22 ページをごらんいただきたいと存じます。この緑色の図でも

わかりますように、これも低層住宅の建物がおおむね 80％となってござ

いまして、まさしく杉並区は住宅都市という構成でございます。 

   次に、総合資料の４、杉並区地域地区図でございます。若干大きくて

恐縮でございますが、この地図が建築物の用途制限、建ぺい率、容積率、

高さの規制、また都市計画で定められました道路、公園、一団地の住宅

施設、土地区画整理事業、地区計画などの位置の図でございます。大分

細かくなってございますので、案件ごとにご参照いただきたいと存じま

す。 

次に、総合資料の５でございます。これも大きな地図になってござい

ます。都市計画施設図でございます。都市計画法によりまして、都市計 

画施設として道路や公園、地区計画など、計画決定されたものを、完成、

事業中と、色分けしたものでございます。 

   なお、都市施設に関することにつきましては、先ほどの総合資料４と

内容が重なっておりますので、皆様には総合資料４とあわせましてごら

んいただきたいと存じます。 

次に、総合資料６をごらんいただきたいと存じます。これも冊子でご 
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ざいます。「杉並区みどりの基本計画」でございます。この基本計画は、

都市緑地法により、みどりに関する総合的な計画でございます。杉並区

の独自性を生かした公園の整備、民有緑地の保全、区内の緑化の推進な

ど、具体的な方策を示したものでございます。都市マスタープラン、環

境基本計画、みどりの条例、住環境整備要綱や景観条例、まちづくり条

例との連携のもと、今後みどりに関する目標が 29 ページ以降に示されて

ございます。 

   なお、市街地が進んだ中で難しい課題が多くございますが、みどり豊

かな住宅都市・杉並区のイメージを保全するため、区といたしましても

総合的に取り組んでまいりたいと思ってございます。 

   次に、総合資料７でございます。「杉並区みどりの実態調査報告 概要

版」でございます。開いていただきますと、中にみどりの現況、緑被率

をはじめ、具体的な状況を数値的にわかりやすく表にしてございます。

ご参考にしていただきたいと存じます。 

   以上、大変長くなりましたが、まちづくりの概要について資料報告を

させていただきました。 

会    長     まちづくり条例まで説明していただいて、まとめてご質疑いただきます

か。 

都市計画課長     では、引き続きまして、総合資料８になります。まちづくり条例の具体

的なご説明をさせていただきます。パンフレット、本文をご用意してござ

います。パンフレットの中にまちづくり条例の本文、それと規則を入れて

ございます。本日はわかりやすくカラー刷りのパンフレットにおいてご説

明をさせていただきます。 

 先ほど、挨拶でもございましたが、杉並区では平成15年４月から旧ま 

ちづくり条例を運用してございました。この間に大規模な土地利用転換

におきまして、周辺住環境との調和、周辺住民との合意形成のあり方、 

事業者の積極的な地域貢献など、新たな課題も生まれてきてございます。

また、まちづくり協議会の認定の充実、都市計画法の改正もございまし

て、旧条例でも定められておりましたが、条例の再検討を踏まえて、条

例の大幅な見直しを行いました。 

平成 20 年 10 月に、まちづくり条例見直し懇談会より提言をいただき、

本日、総合資料８のような条例の案として本年４月に施行いたしました。 
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   それでは、パンフレットに基づきまして、概要をご説明させていただ

きます。 

 まず、パンフレットの表紙の左下の改正のポイントでございます。ポ

イントは４つございます。 

   第１に、まちづくり団体の活動の進め方を整理すること。第２に、協 

議会を３種類に類型化いたしまして、位置づけと活動内容を明確にいた

しました。第３に、まちづくり協議会から、まちづくりルールの申請、

まちづくりの構想、地区計画等の住民素案の申し出、都市計画の提案が

できるようにいたしました。第４に、大規模な土地取引や、大規模開発

事業の調整を行う制度を新設いたしました。 

   それでは、パンフレットをお開きいただきたいと存じます。観音開き

になってございますが、開いた状態のところから説明を始めさせていた

だきます。 

   これが本まちづくり条例の全体の構成図でございます。条例は５章の

構成でございまして、今回拡充したものを紺色、新たに追加したものを

赤色で示してございます。 

   それでは、要点を報告させていただきます。 

   まず、上の真ん中あたりですが、第２章、まちづくりの推進地区を区

が指定して、重点的にまちづくりを進める、区域内にまちづくり協議会

の設立に努めるということを新規として、推進地区ということで十二条

に定めたところでございます。 

 左下の第３章、参画と協働のまちづくりでは、まちづくり団体、まち 

づくり協議会の構成をタイプ別に分けてございます。 

次に、右下の第４章と５章でございます。この部分が新たに追加して、

周辺住環境と調和した土地開発を誘導する制度を導入いたしました。具 

体的には、二十二条、二十三条から三十一条というところでございま

すが、5,000 平米以上の土地取引の届出と、5,000 平米以上の土地の開発、

100 戸以上又は延べ面積が１万平米以上の建築行為では、住民への公表や

見解書の提出の義務づけをいたしました。 

なお、建築紛争予防条例、景観条例とあわせまして、杉並区のまちづ

くりの大きな基本軸として、地域の特性に応じたまちづくりとなるよう、

新たな見直しでございます。 
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   次に、パンフレットを開いていただきたいと存じます。この部分がま

ちづくりを進める手順を示したものでございます。左下のほうでござい

ますが、行政計画の作成手続です。なお中央の部分につきましては、ま

ちづくり協議会の基準や進め方、それから７ページの右側でございます

が、都市計画法による申し出の手続等の手順を示してございます。 

それでは、パンフレットを閉じていただきまして、裏面をごらんいた

だきたいと存じます。８ページでございます。ここの部分に関しまして

は、新たに追加いたしました大規模土地取引などの手続を示したもので

ございます。大規模土地所有者、杉並区それから本まちづくり景観審議

会土地利用専門部会、三者がございまして、右に行くのが時限的な手続

の流れでございます。途中にそれぞれ、土地所有者、杉並区、専門部会

のかかわりと、お互いの関係、それから必要な手続が図示してございま

す。 

   まちづくり条例の本文と規則につきましては、Ａ４判のサイズでござ

いますが、添付してございますので、後ほどお読みいただきたいと存じ

ます。 

   まちづくり条例の概要は以上でございます。 

会    長     ありがとうございます。 

まちづくり推進課長  続きまして、杉並区景観条例及び杉並区まちづくり景観審議会条例のご

説明をさせていただきます。資料のほうは総合資料９という番号をつけて

ございます。杉並区景観条例の条文でございます。 

 まず、左側中ほどから第１章第一条を設けてございます。良好な景観 

づくりを総合的に推進し、区民、事業者が将来にわたり快適な生活を営

むことができる、魅力あるまちなみを形成するということで、目的を定

めてございます。 

   右側には第三条として基本理念、第四条、第五条、第六条で、区、区

民、事業者の責務を定めてございます。 

 そして一番右下に、景観計画の策定につきまして第八条で定めており

ます。 

おめくりいただきまして、２ページには左側に景観計画の策定手続を記述

してございます。第九条で、区長が景観計画を定める際にはあらかじめ本

審議会の意見を聞かなければならないと定めてございます。 
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   また、３章以降は行為の規制で、届出事項などについて法に基づき規

定をしているところでございます。 

   また、右側では、下のほうで第十五条、大規模建築物の景観形成指針、

あるいは事前協議として十六条に規定をしてございます。 

次の３ページには、その事前協議の助言等ということで、区長が助言

をすることができるというふうになってございますが、第十七条の第二

項で、その協議があったときに本審議会のご意見をお聞きすることがで

きるという規定を設けてございます。この部分が第十七条でございます。 

   また、第三節、十八条以降が公共施設の事前協議の規定でございます。

こちらにつきましても、公共施設の事前協議を定めた上で助言をする、

あるいはまちづくり景観審議会にご意見をお聞きするという同様の規定

になってございます。 

   右側にまいりまして、第二十二条が景観重要建造物の規定でございま

す。 

   そして下のほうにまいりまして、二十六条には景観協定を定めてござ

います。こちらの景観協定を締結する際にも、区が協定を認可する際に、

次の４ページでございますが、まちづくり景観審議会のご意見をお聞き

することができる規定を設けてございます。 

 以上が景観条例の概要でございます。 

   景観条例の施行規則を、そのあとに添付してございます。こちらは提

出する様式や届出の日程、日付などを規定しているものでございます。 

   景観条例につきましては、以上でございます。 

次に、まちづくり景観審議会条例でございます。総合資料第 10 をごら

んいただきたいと思います。こちらはこのまちづくり景観審議会の根拠

条例になるものでございます。設置が第一条に規定をしてございます。 

まちづくり条例、あるいは景観条例で必要な事項を審議するために、区

長の附属機関として本審議会を置くということで第一条に定めてござい

ます。 

   そして所掌事項が第二条で挙げてございまして、まちづくり条例の規

定に定められた事項、あるいは景観条例に定められた事項、その他良好

なまちづくりや景観づくりの推進に関することをご審議いただくことに

なってございます。 
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   組織、会長などにつきましては、第三条、第四条の記載のとおりでご

ざいます。 

   第六条には土地利用専門部会の規定を設けてございます。土地利用専 

門部会につきましては、まちづくり条例第二十二条第一項の規定の届出

に関することなどをご審議していただくために、土地利用専門部会を設

置するように六条で定めてございます。それから景観専門部会につきま

しては第七条で定めているところでございます。 

   そして裏面にまいりまして、まちづくり景観審議会条例の施行規則を

記述してございます。専門部会の人員などを規則で定めているものでご

ざいます。 

 以上、ここまでが総合資料に関するご説明でございます。 

   なお、総合資料１から 10 まで、今までご説明申し上げました資料につ

きましては、今後本審議会でさまざまな案件を審議していただく際に、

区の基礎的な情報、あるいはまちづくりに関する情報の基礎的な資料と

いうことで、一連の「総合資料」という名前で、きょうお示しをしたも

のでございます。 

   私からは以上でございます。 

会    長     ありがとうございました。 

   それでは、ここで一度質疑なり意見交換なりということで。残るのは、

きょうは景観計画の事前説明ですね。これはむしろそれこそ中身の問題

になるので、今までの前半で言うと、総合資料１から７まで、杉並にか

かわる、あるいはとりわけまちづくりや景観にかかわる部分の資料のご 

説明がありましたけれど、まず１から７までで一般的な杉並の都市計画、

まちづくりについて、何かご質問等はありませんか。 

   と言われても、これはいろいろありますし、中には既に策定後５年６

年たっていて、今日少し内容や、事情が違うものもあるようにも思いま

すけれど、この１から７までは、とりあえず今回はお預かりしたという

ことでよろしゅうございますか。また随時必要に応じて見ていくという

ことでよろしいでしょうか。 

では、我々の審議会の主題が総合資料の８から 10 まで、すなわちまち

づくり条例と景観条例と、本審議会の運営方針を示したまちづくり景観

審議会条例という、この３つがきょうの我々の集まりの運用のルールや 
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中身が書いてございます。実際進めてみないとわからないことがたくさ

んあるとは思いますけれども、どうぞ、ご質疑、ご遠慮なくご発言願え

ればと思います。 

委    員     質問です。よく読み込めばわかるのかなと思うんですけれども、まちづ

くり景観審議会と専門委員の土地利用専門部会、景観専門部会というのと、

３つあるのかなと思いますが、この役割分担とか違いについて教えていた

だきたいと思います。 

会    長     そうですね。本日は審議会委員と専門委員の両方いらっしゃいます。役

割がどう重なったり異なったりするかということを、ご説明願いましょう

か。 

まちづくり推進課長  確かに複雑な審議会あるいは専門部会ということで、資料がない中で、

なかなかご説明をしてもわかりにくい部分があると思いますので、後ほど

所掌と構成につきましては、資料を差し上げたいと思いますが、今、口頭

で簡単にご説明させていただきます。 

   まず、今お集まりいただいていますまちづくり景観審議会、いわゆる

本体でございますけれども、こちらは所掌事務といたしましては、まち

づくり推進地区の指定とか、まちづくり協議会の認定、あるいは景観の

ほうで申し上げますと、景観の計画に関してのご意見をいただく、ある

いは景観形成指針に対してのご意見をいただくなどの所掌をお願いをし

ているものでございます。 

   このまちづくり景観審議会につきましては、学識経験者の委員の方７

名、それに区民委員の方３名に加わっていただきまして、合わせて 10 名

の方でまちづくり景観審議会というのを構成していただく予定でござい

ます。 

   そして、それ以外に専門的なご意見をいただくために、専門委員とい

う方をお願いすることになってございます。 

   そして土地利用専門部会と景観専門部会は、それぞれ土地利用の場合

には大規模土地取引などの届出に関してご審議をいただく、あるいは景

観専門部会につきましては大規模な建築物の事前協議に関するご意見を

いただくということで、審議会とは別に専門部会としてご議論をいただ

く場を設けていただく予定でございます。その専門部会それぞれに、先

ほど会長にご指名をしていただきましたそれぞれの委員の皆様にご就任

発 言 者 発  言  内  容 
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をいただきまして、案件が生じた段階で、このまちづくり景観審議会と 

は別にお集まりをいただきまして、所掌事項についてご審議をいただく 

ということになってございます。 

   簡単ではございますが、以上でございます。 

会    長     ということですけれども。 

委    員     もう一つだけ追加の質問として。今のご説明の中で、土地利用専門部会、

それから景観専門部会ですか、それぞれいろいろ事前の専門的な意見を

ちょうだいするということですけれども、そのちょうだいした意見と、こ

のまちづくり景観審議会との関係というのはどういうふうになるんですか。

その専門的な意見をちょうだいしたらば、それが最終的にまちづくり景観

審議会の意見になるのか、それとももう一度この審議会の場に持ち込まれ

るのかということはいかがですか。 

まちづくり推進課長  今のご質問で申し上げますと、それぞれの専門部会でご審議をしていた

だいて、専門部会として決定をしていただいた事項につきましては、まち

づくり景観審議会で決めたものということで決定をしていただきます。た

だ、決めたことにつきましては、そのあとのまちづくり景観審議会でご報

告というような形をとれればというふうに考えてございます。 

会    長     区長から諮問を受けて、大きく言えば全体的な計画にかかわるところを

審議会と称するところで行って、それから１つずつの開発だの建築で、土

地利用や景観それぞれに条例に基づいてかかわる部分を専門部会のほうで、

これは対事業者や対区民にお答えをする立場で、それが答申みたいなこと

になるのでしょう。見取り図的なものを作成して、必要に応じ区民にお渡

ししないとこの条例を読んでも、まずなかなか理解は簡単にできませんか

ら、いずれかの時期にそういった説明図を作成してください。 

   ほかに何かご質問等がございませんか。 

委    員     今のは第五条の四項ですね。議決が部会のもので決まるというのは。 

まちづくり推進課長  決定をしていただいたものが専門部会の議決ということで、五条の四項

がその規定でございます。ご指摘のとおりでございます。 

   今、簡単な見取り図をお配りさせていただきます。これは以前にお渡

しをしてございますけれども、同様のものでございます。申しわけござ

いませんでした。きょうは特別に審議会の資料としてはご用意いたしま

せんでしたが、お配りさせていただきます。 
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会    長     こういうのをリファインして、区民にも配れるものにしていただけたら 

と思います。 

さっきのに関係すれば、両専門部会が個別の該当案件について、答申

というか、言った意見は、事後にこの審議会に少なくともご報告はある

ということですね。こういう案件があって、こういう意見書を出したと

いうようなことで。 

 数年動いていただいて、それで杉並区で感心したのは、まちづくり条

例は５年目に見直すという約束で、いろいろ議論して、見直すとき、普

通ですと見直しというのは第何条を改めてとか、「その２」とかつけるん

だけど、思い切って前のを基本的に廃止して新しいものにしたと。ちょ

うど 1968 年の都市計画法と同じようなことで、改正といいながら全く新

しい条例にするという大変思い切ったことができる区ですので、この辺

の仕組みについても、実際の運用の中でまたいろいろ課題が出てきたら

よく考えていただくということかと思います。こういう複雑な仕組みは

余りないですよね。 

   特にそれぞれの専門部会がかかわる案件が 5,000 平米以上の土地の取

引段階での事前というのがあって、それから土地利用専門部会で 5,000

平米以上の土地利用構想が出てくるんでしたか。他方、景観のほうの大

規模は 3,000 平米と。その辺がなぜ違っているのかとか、それから土地

利用のほうの 5,000 平米以上は、それがすぐ公開されて、説明会、公聴

会手続等が、専門部会が管轄するわけじゃないけど、専門部会がそのプ 

ロセスを横に見ながら意見を組み立てていくんだけど、景観のほうの

3,000平米以上というのは、基本的に区民に公開されないのですか。 

まちづくり推進課長  景観のほうは公開か非公開かという点で申し上げますと、原則公開です

が、まちづくり景観審議会条例第七条第二項に基づき、専門部会の議決で

非公開とすることができます。 

会    長     住民説明会をしなさいとか、そういう条項はないんですよね。 

まちづくり推進課長  特にございません。 

会    長     そうですね。各専門部会でも構想を区民にできるだけ早めに知ってもら

うということは、運用の中でまたできる部分もあるでしょうし、多分その

辺がやってみなきゃわからんということだと思うんですね。 

委    員     ちょっと基礎的な質問ですけど、例えばこれを見ると「指導」とか「助
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言」という言葉がありますけれども、審議をしながらある種ルールをつ

くっていくというように考えるのか、ルールがある程度あって、それに対

していろんな計画が出てきたときに、それがルールにのっとってどうだみ

たいな議論が主になるのですか。非常に抽象的な質問ですけど。 

まちづくり推進課長  まず、景観のほうからお答え申し上げますと、後ほどまたご説明申し上

げることになるんですが、特に専門部会の事前協議につきましては、景観

計画がございます。それから景観形成指針という基準を設けてございます

ので、その基準に沿ったご審議をしていただくということを考えてござい

ます。 

都市計画課長     それからまちづくり条例に基づく大規模の方は土地利用専門部会でござ

います。そこの部分につきましては土地の開発でございますので、案件ご

とに周辺の地域の特性とか開発の動向も違いますので、先ほどのまちづく

りのマスタープランだとか、周辺のまちの実情に応じてご審議をお願いす

るということになろうかと存じます。ですから、特に大規模土地利用のほ

うはどういう基準だとか、そういうのは具体的に設ける予定は今のところ

ございません。 

委    員     そういうことをだんだん審議を重ねながらルール化していくという流れ

があるんでしょう。最終的には強制力というのはどの程度あるというふう

に考えているんですか。 

都市計画課長     強制力というのは、今回の場合はこの手続に従わない場合は氏名の公表

ということになりますが、強制力を伴うほどの規制は、強化は、今回の見

直しの中に入ってございません。ただ、手続上、一番最後のページにござ

いますように、今まで事業者が紛争予防条例でただ手続を淡々とやってい

くのではなくて、事業者みずからが住民にきちっと説明して意見書の見解

書も出すということで、お互いきちっとボールを投げ合っていく中で、初

期の段階から、計画を直せる段階から始めていくということが、みそとな

ります。 

 次には事業者のほうも、地域貢献、周辺の環境をどう考えてこの計画

を示していくのかというところを、明確にわかりやすく広く住民に周知

することか必要になってきます。それに基づいた結果を受けて、本専門

部会の中で、それぞれの立場の方の意見も聞きながら審議していただき

ます。行政のほうも、行政関係の資料をお出しして、ある程度のまちづ 
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くりの基本的な基本軸みたいなものを示しながらご審議いただくという 

ことになろうかと思います。 

会    長     まあ、その辺がやってみなければわからないと思います。ただ、景観

専門部会のほうは基本的なルールが――もう一つの大きなきょうの意見交

換事項ですけれど、景観計画にいろいろ書かれておるので、それがある基

準になって、それに対してどうであるという審議ができると思います。た

だ、土地利用のほうは、いわばルールがないに等しくて。ただ、この条例

がもう一つ事業者さんにどれぐらい浸透して、杉並はこういうことがある

んだから気をつけろということだけれども、それなりのまじめな対応をし

ようと考えてもらうとこです。浸透するのに多少時間はかかると思います

けれども、今後協議、調整をしていくということです。 

   景観専門部会の運用と、土地利用専門部会の運用と、かなり違うよう

に思いますね。杉並の運用がどうなるかですが、案件は当面出てきそう

もないのですか。 

都市計画課長     景観については、先ほどの組織図の中で年 12 回ということで小さく書

いてあるんですが、それの数ぐらいはあるかなと予想してございます。あ

と大規模土地利用については、現時点で区のほうに相談案件はまだない状

態ですので、今のところ5,000平米以上の大規模開発というのはない状況

でございます。 

委    員     清掃工場が以前問題となっていたと思いますが、今回、条例を見てみる

と、国と自治体の建物は除外するとかなっていて、これが一番問題かなと。

だから、その辺、どう条例を見直すときに議論されて、そうなったのかと。

あるいはそれをカバーできるような方法はないのかというのが、一番心配

ではありますけどね。 

まちづくり推進課長  公共施設の景観の部分の除外のご質問かと思いますが、景観条例、ある

いは今回景観計画を策定する際に、東京都とも協議をしながら、どういう

形が現実的なのかということで、これまで調整をしてまいりました。私ど

も杉並区が東京都の同意を得て景観行政団体になる際に、公共施設をどこ

まで指針を設けて事前協議をさせていただくかというような話の中では、

東京都の施設を対象にするという中で、なかなか東京都との調整がつかな 

かったというような状況がございました。 

   今般、用意をさせていただいている内容は、そういう調整の結果、杉 

発 言 者 発  言  内  容 発 言 者 発  言  内  容 



 22

並区の公共施設を主に対象として、当面は公共施設の景観形成のコント

ロールをしていこうというようなことにとどめたものでございます。 

都市計画課長     あと、まちづくり条例的には三十五条に適用除外ということでございま

す。一言で言えば、大規模な土地取引だとか大規模開発事業の中でも、都

市計画決定を受けて進めるような都市施設については、本条例は適用除外

しようというのが基本的なことです。具体的には、土地区画整理事業とか、

工業団地の造成とか、市街地再開発事業とか、都市施設でございます。 

   具体的に、今、○○委員からありました清掃工場というのは、都市施

設ということで、都市計画決定を受けるものでございますので、本来は

都市計画法に基づく都市計画審議会の審議案件でございます。ただし、

そうはいっても、長年の近隣の方々のご心配とか、建替えに当たっては、

区も 23 区の清掃一部組合も、丁重に地元の対応といいますか、説明責任

を果たしていくということは十分認識してございますから、適用除外と

いいつつも、これ以上の対応をきちっとしていくということで、今動い

ている最中でございます。 

委    員     一例として清掃工場を挙げただけですが、二項ですか、「国又は地方公

共団体その他これに準ずる法人が行う事業で」。例えば機構が行う事業で、 

計画的と本人は言っているけど、実は超高層で迷惑だというようなものな

どが。これからはそのような雰囲気まで読み取れるんですが、そういうの

を含めて、広く、ここで除外しているものについて問題ないのかと。 

都市計画課長     これも今私どもが条例をつくるときに検討した中で、非常に悩ましい点

でございました。例えば今、国とか国の独立行政法人みたいな団体がつく

る施設だとか、もしくは区の施設の中で小学校だとか体育館とか、そうい

うものにつきましては行政計画の中で建て替える必要があるということは、

ある程度は区民の周知のもと、議会の周知のもと、承認のもと進めている

事業でございますから、その辺については案件ごとにご相談をしていくこ

とになります。区長が認めるものでございますから、区長が審議会にお諮

りするべきだというふうになった場合は審議の対象になるということでご

ざいます。 

会    長     それは土地利用部会のほうでも、特に１回目、２回目、この案件以外に、

共通認識みたいなことはだんだん詰めていただけたらと思うんですね。 

個人的には国、都等の施設の建替えなども審議事項に入るのではないか 
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          と思います。再開発を相手にするとなかなか紛争も、相手が多数地権者の

組合だから難しくなりますよね。 

委    員     再開発というのは、マンションの建替えなんか大変厄介ですね。 

会    長     相手がギリギリの立場で詰めてきますからね。そういうのも100戸以上

なんていうのは優にあるし。 

あれば、あと一、二伺って、景観計画の事前説明もお願いしますけれど、

ほかにございませんか。 

委    員     まちづくり協議会というのが規定されていますね。これのうまくいった 

   事例か何かは今まであるんでしょうか。 

都市計画課長     ５年前に定めたまちづくり条例ができる前から、杉並でまちづくり協議

会ということで、地元の区民参加でまちづくりを検討してきた長い歴史が

ございます。成功例は杉十小学校の蚕糸の森だとか、馬橋公園を中心とし

た地区計画など、杉並区としては協議会方式ということで実績を踏んで、

良好なまちづくりに今までも努めてきていました。それをきちっと５年前

制度化いたしましたし、今回それを拡充・充実した内容に見直したという

ことでございます。 

会    長    まだおありでしょうけれども、時間もありますので、景観計画（案）とい

うのを事前に送っていただきましたので、それのご説明をお願いいたしま

しょうか。  

まちづくり推進課長  では、私のほうから、杉並区景観計画（案）などにつきましてご説明申

し上げます。 

   まず、資料のほうでございますが、本日お配りいたしましたまちづく

り景観審議会資料ということで、Ａ４の資料を机上で配らせていただい

ています。さらに事前に「杉並区景観計画（案）」、「杉並区景観色彩ガイ

ドライン」、「杉並区大規模建築物景観形成指針（案）」、「公共施設景観形

成指針（案）」ということで送らせていただいております。資料の不足は

ございませんでしょうか。もし、きょうお持ちでない方がいらっしゃい

ましたら、ご用意がございますが、よろしゅうございましょうか。 

   それでは、説明をさせていただきます。まず「『杉並区景観計画

（案）』等について」ということで、Ａ４の縦型の資料をごらんいただけ

ればと思います。こちらで大まかなご説明をさせていただいた上で、本

体の冊子のほうへ入らせていただきたいと思います。 
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   まず、杉並区につきましては、先ほどからご説明してございますとお

り、住宅都市として発展をしてまいりました。この杉並区でさらに魅力

的な景観形成を進めていきたいということで、東京都の同意を得まして、

景観行政団体となりまして、さらに先ほどご説明申し上げました景観条 

例を施行したところでございます。現在は東京都の景観計画に基づきま

して届出などを受けているところでございますが、よりきめ細かな杉並

区らしい景観行政を進めていくために、景観計画を作成する準備をして

いるところでございます。この計画は現在策定中でございますが、本日

ご説明をさせていただきまして、皆様からのご意見などもいただき、計

画の中に反映をしていきたいと考えてございます。 

   主な内容といたしましては、策定の方針として、計画では基本理念、

あるいは景観法の活用、そして独自な施策を盛り込んでございます。ま

た、景観計画の中では、善福寺川をはじめとしました河川を、景観形成

重点地区として杉並区を代表する景観につくっていきたいというふうに

してございます。そして、それらのガイドラインとして、色彩のガイド

ライン、あるいは大規模建築物の形成指針、そして公共施設の形成指針

を同時に作成しているところでございます。 

   また、きょうご説明をいたしまして、少しでもご質疑いただければあ 

りがたいのでございますが、意見を後日でもご提出していただけるよう

に、提出の仕組みをつくってございます。別紙で、次のページにつけて

ございますが、意見用紙をご用意してございますので、ファックス、あ

るいは電子メールで８月 21 日までにご意見を承れればありがたいと考え

てございます。 

 そして今後のスケジュールでございますが、区民意見提出手続などを

経て、改めてこのまちづくり景観審議会に、条例に基づきまして 11 月頃

に諮問をさせていただく予定でございます。そして法定の都市計画審議

会に諮問した上で、来年の４月に運用を開始するように進めていきたい

と考えてございます。 

   では、計画などのほかの資料でございますが、２枚おめくりいただき

まして、参考資料をごらんいただきたいと思います。こちらは景観条例、

あるいはこちらのまちづくり景観審議会条例と景観計画、あるいは景観

形成指針などの関係を示したものでございます。本日は、景観計画、景 
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観形成指針につきましては案でございまして、景観条例に基づき本審議

会に諮問をするものではございません。主な項目を記載してございます

ので、ご確認いただければと思います。 

   １枚おめくりいただきまして、参考資料でございます。景観づくりの 

ポイントということで、事務局の考えでございますポイントを挙げたも

のでございます。 

   まずは善福寺川などの区内を流れます河川につきましては、東京都で

も景観軸として神田川などを定めてございますが、善福寺川や妙正寺川

を景観形成重点地区として区としては定めまして、さらに届出規模につ

きましては、建築物につきまして特に定めないで、すべての建築物につ

きまして届出をいただこうと考えてございます。 

   また、２段目の一般地区でございますが、都の景観計画ではかなり大

きな規模が区内では対象となります。そちらの規模を、高さ 10 メートル、

延べ面積 1,000 平米以上の建物の届出をしていただくということで、今

まで区内では届出件数がなかったわけでございますが、180 件ほどの届出

をしていただけるものと考えてございます。 

   さらに届出とは別に、届出対象外の建物につきましても、小規模の建

物などについて、推奨色、あるいは周囲の調和などを景観計画の中でう 

たいまして、区民の皆様に普及をしていきたいと考えてございます。 

 次の資料３をごらんいただきたいと思います。景観計画の概要で整理

をしたものでございます。全体は序章から資料編までで構成をしてござ

います。第１章では、将来像として、みどり豊かな美しい住宅都市杉並

ということで、「杉並百年の景」としてございます。そして、そちらで景

観特性や課題などを挙げた上で、第２章で景観法を活用した景観づくり

で、水とみどりの景観形成重点地区ということで河川を指定する、一般

地域での届出などを設けてございます。そのほか、公共施設に関する事

項を記載してございます。 

 一方で、右側の３章でございますが、区独自の取り組みということで、

景観形成指針を策定した上で、事前協議をしていただく予定、あるいは

屋外広告物については事前の相談をしていただきたいということを考え

てございます。 

   そのほか、資料編では景観づくりの基本ということで、すべての建築 
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行為に対して参考としていただくような考え方を示しているところでご

ざいます。 

 次の資料４をごらんいただきたいと思います。こちらは杉並区と東京

都、あるいは先進事例であります府中市、世田谷区などの計画と比較を 

したものでございます。例えば中ほどでは行為の規制に関する事項とい

うことで、景観形成重点地区、東京都の景観基本軸などの対象、あるい

は対象物の規模を記載してございます。比較ができると思いますので、

参考にごらんいただければと思います。 

   さらに、次の補足資料が２枚目につけてございます。これは対象物、

建築物とか工作物などでどのような規模で構成をしているかということ

で添付をさせていただきました。 

   このような形で景観計画などの準備をしているところでございますが、

景観計画の冊子のほうをごらんいただければと思います。 

 まず、既にお送りいたしました資料１の「杉並区景観計画（案）」でご

ざいます。簡単にご説明申し上げます。 

   １枚おめくりいただきますと、目次が入ってございまして、ポイント

といたしましては中の２ページをごらんいただければと思います。２

ページで計画の位置づけということで、法定の計画であるということを 

示してございます。 

   そして次の区域図でございます。区域図としては対象を区内全域とい

うことで、主な施設などを記載してございます。 

   次の４ページをおめくりいただきますと、景観計画の対象地域として

区内全域を定めた旨を宣言してございます。 

   そして次の５ページから６ページにかけては、先ほども申し上げまし

たが、将来像、あるいは基本理念を記述してございます。 

   ８ページをごらんいただければと思います。８ページでは杉並区の景

観特性と課題をここから挙げてございます。23 区でも住宅の割合が高い

住宅都市というような特徴を挙げてございます。 

 14 ページをごらんいただければと思います。14 ページではさらに詳し

く、ゾーン別ということで景観特性を挙げる試みをしてございます。身

近なまちづくりを区民にも考えていただくということで、身近な単位で

の地域別での特性などを示しているものでございます。中では地図と、 
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その地域の特徴を挙げているものでございます。 

   では、詳しくは中をごらんいただくということで、少し飛んでいただ

きまして、47 ページをごらんいただければと思います。47 ページでは景

観計画の構成と、右側に 48 ページで建築行為にかかるフロー図を挙げて

ございます。 

フロー図では、先ほどから出ております届出につきまして、フローを示

してございます。一般の小規模な建築物には基本的な考え方を尊重して

いただきます。10 メートル以上の高さのもの、あるいは 1,000 平米以上

のものにつきましては届出をしていただきます。さらには 3,000 平米以

上の大規模な建築物につきましては、まずは景観形成指針に基づきまし

て事前協議をしていただき、さらに届出もしていただきます。そして公

共施設の場合は、先ほども若干ご説明申し上げましたが、当初は杉並区

の公共施設を対象に事前協議の制度を設けてございます。 

   そして 50 ページをごらんいただきますと、ここからがいわゆる景観法

に基づく行為の規制に関する基準などを記述しているものでございます。

まずは水とみどりの景観形成重点地区が 50 ページから記述をされてござ

います。 

   次の51ページに、そのエリアを記述してございます。神田川あるいは 

善福寺川につきましては両側から 30 メートルの範囲、あるいは玉川上水

では中心から 100 メートルの範囲で景観形成重点地区として指定してご

ざいます。 

 そして 52 ページでは川沿いのみどりと一体的に連続性を保つなどの目

標を掲げさせていただいて、54 ページではすべての建築行為を届出規模

として対象にさせていただいた上で、規模に応じまして景観形成基準を

記述をしてございます。小規模なもの、あるいは比較的規模が大きなも

の、さらに 56 ページでは 3,000 平米以上のものということで、大規模な

マンションなどを対象として、それぞれ配置などの基準を記述してござ

います。 

 また、58 ページでは玉川上水の基準をここから記述してございます。

少し飛んでいただきまして、一般地域につきましては 65 ページから記載

してございます。65 ページでは住宅系の記述をしてございますが、それ

ぞれ目標や方針を挙げ、さらに区民にもイメージを抱いていただけるよう
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に右側にイメージを記載してございます。そして低密度の住宅地、中密度、

あるいは幹線道路ごとに、それぞれ目標や方針を定めた上で、届出の基準

につきましては73ページに規模と基準を記載してございます。 

   そして一般地域は、先ほどの景観形成重点地区と違いまして、特性に応

じて方針を定めてございます。その特性につきましては、少しあとの 80

ページに市街地の特性区域図を設けてございます。低密度な地域と中密度

な地域、あるいは駅周辺の地域ということで、それぞれ区分をさせていた

だいております。 

 その次の 81 ページでは主に色彩についての基準を記述をしてございま

す。数値的な基準で明確にしているところでございます。こちらの色彩の

基準を視覚的にはっきりわかるようにということで、作成をいたしており

ますのが、資料２の景観色彩ガイドラインでございます。こちらのガイド

ラインをごらんいただきたいと思います。 

   ガイドラインでは、おめくりいただきまして、２ページで基準となりま

す数値のマンセル表色系の説明などをした上で、６ページにまいりますと、

色彩の基本的な基準の考え方を示してございます。そしてさらに重点地区

などの地区別に、色彩のサンプルなどを７ページ以降挙げさせていただい

ております。できるだけ区民にも目で見てわかりやすくとい 

うことで心がけて、ガイドラインを作成しているところでございます。 

 それでは、また景観計画のほうにお戻りいただきまして、先ほどの 80

ページ以降でございますが、82 ページには景観重要公共施設ということ

で、景観に配慮した整備をしていただきたい公共施設を記載してござい

ます。 

   さらに 85 ページでは景観重要建造物の景観指定方針、あるいは景観協

定に関して記載してございます。 

   88ページからは区独自の景観形成の仕組みを記載してございます。 

   まず、景観形成指針の策定でございます。大規模建築物の景観形成指 

針でございますが、こちらは別紙で資料３でお送りいたしました大規模

建築物の景観形成指針を作成をするということになってございます。 

資料３をごらんいただきたいと思います。資料３では3,000平米以上の 

大規模な建築物につきましては、景観計画と、この景観形成指針に基づき

まして事前協議をしていただくという仕組みにしてございます。その主な

中身につきましては、４ページをごらんいただきます。建物の中での配置 
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あるいは規模などにつきまして、いろいろな配慮をしていただく事項を、

中で写真入りで記述をしてございます。 

   もう一つは公共施設の景観形成指針でございます。資料４で公共施設

景観形成指針をお送りさせていただいてございます。こちらにつきまし

ては、区の公共施設の整備をする際に配慮する事項を記述しているもの

でございます。 

   中身につきましては、例えば５ページをごらんいただきますと、公共

の建築物につきましては、配置や規模など、それ以外には公園や道路を

つくる際に配慮をしていただく事項を記述しているものでございます。

こちらにつきましては、特に区の建設、建築にかかわる部門と事      

前に調整をする際に使用する予定でございます。 

   それらの流れを、また景観計画のほうに戻りましてご確認をしていた

だきたいと存じます。景観計画のほうの 90 ページをごらんいただきたい

と思います。こちらで事前協議、あるいは届出のフローを示してござい

ます。事前相談から始まりまして、協議をしていただき、その協議の際

に景観専門部会のご意見をいただくという仕組みをご用意してございま

す。さらに届出の時に審査をして勧告などをする必要がある場合は、改

めてまちづくり景観審議会にご意見をいただくという仕組みを用意して

いるところでございます。 

   また、92 ページには公共施設のフローチャートもご用意してございま

す。こちらでは事前協議の際に、同じように景観専門部会のほうからご

意見をいただくという仕掛けをご用意してございます。事前協議につき

ましては、以上でございます。 

 次の93ページ以降は広告物の事前の相談、あるいは96ページにまい 

りますと、みどりの施策との連携、そしてまちづくり条例などのまちづ

くり施策との連携が100ページに記述をしてございます。 

   そして 103 ページにはモデル地区を設けたいということで計画上定め

てございます。区内では既にモデル的に景観づくりに取り組んでいる地

域がございますので、例えば阿佐ヶ谷駅周辺の中杉通り沿いの地域、あ

るいは荻窪の大田黒公園の周辺地域、さらには西寄りの善福寺公園の周

辺地域などを、モデル地区として積極的に区としても取り組んでいきた

いと考えてございます。 
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   そして、そのような取り組みを区民の皆様にも広く知っていただくた

めに、107 ページのほうで普及啓発ということも計画の中では定めてござ

います。表彰や景観新聞などの発行を計画してございます。きょう、景

観新聞は、景観録の最新のものを参考にお配りさせていただいておりま

す。 

   そして最後に資料編でございますが、景観づくりの基本ということで、

110 ページ以降、戸建て住宅や集合住宅の中で、届出などの対象にならな

い規模の場合であっても、さまざまな配慮をしていただきたいというこ

とで、図式入りで配慮していただきたいことを掲載をしているものでご

ざいます。今後どのように普及をしていくかということで、区としても

積極的に取り組んでいかなければならないと思ってございます。 

   以上のような、駆け足でございますが、景観計画の案を策定をしてい

るところでございますので、委員の皆様からもご意見をいただければ幸

いでございます。 

 私からは以上でございます。 

会    長     ありがとうございました。 

   それでは、時間の許す限りご意見をいただきたく思います。先ほどの 

これの最初の説明の２ページ目でしたか、ぜひご意見等を。名前と意見

をメールで寄せればよろしいかと思います。次回は秋になるわけですよ

ね。ですから、それまで随分時間があるということです。 

まちづくり推進課長  このご意見につきましては、８月 21 日までにいただければと思ってご

ざいます。そして、さらにはきょうご欠席の方も多いので、景観専門部会

を改めて８月の下旬に開かせていただきまして、専門部会の委員の皆様に

も改めてご意見をいただくように考えてございます。そして条例上定めま

したまちづくり景観審議会への諮問につきましては、11月頃に諮問させ 

ていただければと考えてございます。 

会    長     わかりました。では、景観専門部会のほうではぜひよろしくお願いした

いと思います。 

 どうぞ、お気づきの点や、ご感想でもいいです。 

委    員     １つお伺いというか、ちょっと整理をしたいんですが。景観条例上の整

理でいいんですけれども、景観計画の 48 ページに各フロー図が載ってお

りまして、その中で事前協議になるものと、届出が必要なものと、届出が 

発 言 者 発  言  内  容 発 言 者 発  言  内  容 



 31

発 言 者 発  言  内  容 

必要でないものと、多分３種類あると思いますが、それとこのまちづくり

景観審議会、あるいは景観専門部会との関係についてお伺いしたいんです

が。 

   大規模の事前協議と公共施設の事前協議のものに関しましては、別に

フロー図がありまして、それにかかわるという構図が書いてありますけ

れども、それ以外のカテゴリーのものに関しては、例えばこのまちづく

り景観審議会や景観専門部会で何か関与する可能性は、条例上は残され

ているのか、運用上そういうことを想定されているのか、そのあたりを

ちょっと教えていただきたいんですが。 

まちづくり推進課長  先ほど、所掌の構成図をお配りさせていただきましたけれども、まずわ

かりやすいほうから申し上げますと、景観専門部会につきましては、あく

までも大規模な建築物、3,000 平米以上の大規模建築物の事前協議があっ

た際に、区としてどのような意見を言うかという際に、景観専門部会を開

かせていただいてご意見をいただくということがお願いすることでござい

ます。それ以外に所掌事務としては考えてございません。 

   また、まちづくり景観審議会のほうにつきましては、届出に関しまし

て申し上げますと、所掌構成図のまちづくり景観審議会のほうの⑦のと 

ころに景観法に基づく行為の届出に対する勧告及び変更命令に関するこ

とがございます。届出をしていただきまして、その内容が勧告や変更命

令に該当するかどうかというようなところを、区としても判断をしなけ

ればいけないわけですが、その際にまちづくり景観審議会に勧告をすべ

きか変更命令を下すべきかということをお諮りをするということでござ

います。 

   それ以外では、例えば先ほどの景観計画に関することという点では諮 

問をさせていただきます。それから景観形成指針に関することにつきま

しても諮問をさせていただくということで、⑥番と⑧番がそういうこと

になってございます。そして景観重要建造物を指定をする際にも、まち

づくり景観審議会にはご意見をいただくようになってございます。そし

て景観協定、あるいは表彰をする際にも審議会にお諮りをしてご意見を 

承るということになってございます。 

以上でございます。 

会    長     一応そういう仕組みであるということで、とりあえずはよろしいでしょ 
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うか。 

2,900 平米とか、そういうギリギリのもので、微妙なのはいろいろある

でしょうけれども、その辺もまた運用の中で考えていただこうと思います。

つまり、条例上の公式の諮問ではないけれども意見を伺うというようなこ

とが、これも時間的なタイミングといろんなものが絡みますけれども、な

るべく前向きな運用を心がけていただけたらと思います。 

   そのほか、いかがでしょうか。 

委    員     ２点あるんですが、１点は最近マンションだと大規模改修ということで、

タイル張りとかであれば張り替えとかはないと思うんですけれども、大規

模で届出は別に必要ない場合の吹付けとかの場合の大規模改修で――規制

の中に大規模の模様替えとかあるんですけれど、基準法のところとの違い

で、その辺のところは何か縛りがあるのかというのをお聞きしたいのと、

あと、今後、届出の場合には何かいろいろ手法を考えるのかと思うんです

けれども、たまたま新宿区で３階建ての鉄骨の住宅をやったときに、届出

をさせられたんですけれども、そのときにはチェックリストを渡されまし

て、ご存じかもしれないですけれど、その中に何か工夫したこととかを自

分で設計者が書くような、そういう工夫がされていました。それは設計者 

も届出とはいえ、そういうところまで事前に考えてやらないといけないと

いう、若干設計者のプライドをくすぐるようなところもうまく利用できれ

ばなと思いました。 

まちづくり推進課長  まず、改修につきましても、原則として届出の対象になりますので、対

象の規模になれば届出をしていただくということになります。例えば色の

変更など、外装の変更などあった場合も、規模が該当すれば届出をしてい

ただくことになります。 

そして、その届出の際の、後半のチェックリストのようなものでござ

いますけれども、その辺は私どももこれから考えていきます。 

届出につきましては、事前にその設計者なり届出者の方が、私どもの

趣旨を十分ご理解していただいて、基本的にはこの計画などに沿ってつ

くっていただきたいものですから、そのチェックをする際には、計画に

沿っているというようなことでチェックできるような、届出様式を整え

ていきたいと考えております。新宿なども参考にさせていただきたいと

思います。 
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会    長     ありがとうございました。 

   今、新宿という話題が出ましたけど、この表でも杉並と府中と世田谷

が比較されていますけれど、今つくられている景観条例で、都内で何か

ほかに事例はありますか。事務局は知っているかもしれないけれど、新

宿はもう条例ができているんですか。 

まちづくり推進課長  （うなづく） 

会    長     そうですか。新宿、世田谷、杉並が、23区。 

副 会 長     足立もそうです。 

会    長     足立もできている。その辺はお集めなんでしょうけどね。すごくおもし

ろいような情報があれば良いのですが。こうやって並べると、随分杉並は

意欲的ですね。 

   どうぞ、ほかにもありましたら。 

委    員     景観計画についてですけれども、また質問したり意見を言わせていただ

く機会があるようですが、とりあえず気になったことを３点ぐらいお伺い

したいんですが。 

   １つはこれの９ページに宅地利用比率というグラフがあります。これ

は面積比かと思うんですけれども、白く農業というのがありまして、こ 

れは農地のことかと思いますが、農業というのがこのグラフではあらわ 

れていなくて、右のほうに例えば練馬 0.2 とか書いてあるんですが、こ

れが農業の比率かなと思うんですけれども、とすれば小さすぎるなと。

杉並もたしかまだ 55 ヘクタールぐらいの農地があって、面積比にすると

1.6％ぐらいは農地だと思うんですけど、このグラフにあらわれていない

のはなぜかなというのが１点です。 

   みんな、細かいことで申しわけありません。２点目は川に関するいろ 

んな表記というか、記述があって、「川に建物の顔を向ける」という表現

があるんですけれども、顔を向けるということは入り口を川側にすると

いう意味なのかどうか、そういうことも含めてのことなのかということ

を伺いたい。 

   ３点目は玉川上水に関する記述で、これは放射５号線ですか、あそこ 

を通る、玉川上水の両側を通る道路ができるという前提での記述なのかど

うか。その３点を伺いたいと思ったんですが。 

まちづくり推進課長  まず、９ページの宅地利用の比率でございます。農地につきましてはご
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指摘のとおりでございます。ただ、ごらんのとおり、「東京の土地利用」

というところが出典でございますので、申しわけございません、ちょっと

その比率につきましては調べさせていただきたいと思います。私ども、少

なく見積もったというような他意はございませんので、申しわけございま

せん。確認をさせていただきたいと思います。 

   それから川に関しての顔の考え方でございますが、確かに顔といいま

すと、家の場合は玄関ということも考えられますが、私ども、一方で背

を向けているというような、そういうような家もたくさん見られますの

で、必ずしも玄関を川につくってくださいというわけではございません。

接道の問題などもございますので、その辺はケース・バイ・ケースとい

うふうに考えてございます。 

 それから玉川上水の件は、放射５号自体は道路を造るというのが大前

提でございます。放射５号を造るという前提で玉川上水は考えておりま

す。 

会    長     質問は全然小さいことではなくて、一番大きなことの１つでしょうし。

公共施設の最たるものの１つでしょうからね。 

まちづくり推進課長  放射５号についての記述とか、そういうのはここには含まれてございま 

せん。例えば放射５号、今ある程度の幅を考えてございます。それを玉川

上水から、中心から100 メートルというふうになってございますので、か

なりの部分が放射５号ができますと道路の状態になるというのは現実とい

うことになります。 

委    員     記述の中に、たしか川に面した部分は例えば緑化するとか、生け垣にす

るとか、顔を向けるとか書いてありますが、それは玉川上水の場合は放射 

５号線という道路に面したほうという、川は真ん中になるわけですよね。

両側に道路がある。そうすると、川に面すというよりも、道路に面したと

ころということに、これはなりますね。 

まちづくり推進課長  おっしゃるとおりでございまして、先ほど私が申し上げましたのは、

今の状態ではほとんど細い道路しかございませんので、現実的には道路の 

ほうに面した家なども、川のほうに面した家なども建てられるかなと思い

ますが、放射５号ができますと、確かに土地の状況は変わってまいりま

すので、お住まいになられる方のご判断にもよりますけれども、いろん

な形が出てくる可能性はございます。 
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委    員     わかりました。 

委    員     81 ページの建築物の色彩基準ですけれども、私のかかわっているとこ

ろですと、やはり大規模なものを規制するだけですと、結局そこにかから

ないところの住宅ですとか商店街がとても多く占めていて、そちらのほう

に問題が起きてくるということがありまして、住宅のほうはおおむね皆様

自分のおうちということで、わりと落ち着いたおうちになっておりますの

で、そういう小さい商店街などをもう少し落ち着いた形にというふうに思

います。 

   基準を見ますと、商業地系ですとか、そういったところの強調色など、

５分の１まで許してよい、制限せずというふうになっていまして、例え

ば制限なしで５分の１が、あるお店は赤、隣は青というと、結構極端な

ことがあると思います。駅前の商店街などではそういったことも起こり

得るかなと思いますので、もう少し厳しく、規則として縛らなくても、

推奨としてももう少し厳しめに設定してもいいのかなという感じがしま

した。もう少し厳しいものを望みます。 

まちづくり推進課長  基準につきましては、東京都の基準なども参考に今つくっております 

し、きょうご欠席の委員の方にもいろいろご意見をいただきたいと考えて

ございます。 

   昨年、杉並区の中の色彩調査などもしましてつくったものでございま

すし、また商業系の場合には、どこまで規制自体が商業に携わっている

方々にご理解いただけるかというようなところもございますので、今後

今のお話もご参考にさせていただいて基準も考えつつ、区民意見をいた 

だく機会もございますので、今後も検討させていただきたいと思います。 

会    長     ありがとうございました。 

   何枚でも結構ですので、意見を寄せていただいたり、あるいは今後議

論しなければいけない点を、気がつかれたらぜひ出していただけたらと

思います。 

   一応定刻でございますけれど、何かさらにございましょうか。 

   では、副会長からお願いして、終わりにしましょうか。 

副 会 長     まず、１つだけ、ご質問になるかもしれませんけど、景観計画の中で

景観重要建造物の指定方針というのがございますけれども、重要樹木の指

定というのは特に定めておりませんね。これは多分ほかのところで何か保
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存樹とか、そういう形での方針があるということが前提になっているのか

もしれませんけれども、杉並のイメージとして、やはりみどり豊かな住宅

地というようなイメージの中で、恐らく重要樹木ということも多分対象に

なってくるんじゃないかなというような気もいたしますが、このあたりは

どういった背景で特にここで方針を定めていないのかというのをちょっと

お伺いします。 

   もう一つ、この景観計画が公になっていった時点では、恐らく区民の

皆さんは自分の住んでいるところの景観というものに対しての警戒が非

常に強いと思うんです。その際にちょっとゾーン別の景観特性というあ

たりが意外とあっさりしていて。恐らく、地域の皆さんからすると、そ

のあたりを非常にこだわっておられるんじゃないかという気もしますの

で、このあたりをもう少し厚く、課題と同時に少し懸念されるような、

将来起こるべき景観にかかわる課題のようなものも、少しこの中に記述

されていると、地域の皆さんも何を手がかりに自分たちの身の回りの景

観を考えればいいかということもわかると思いますので、少しその辺を 

強化していただくといいかなと、ちょっと思っているところです。 

会    長     そこはいかがですか。 

まちづくり推進課長  今回、景観重要樹木につきましては、条例を制定する際にも議論になっ

たものでございますけれども、みどりの条例、あるいはみどりの基本計画

が別にございます。その辺は景観計画の中でも 96 ページから若干記述を

させていただいているのでございますが、そちらのみどりの施策がござい 

ますので、そちらのほうと十分連携をしてみどりを守っていこうというよ

うな考え方で、景観重要樹木の指定につきましては今回設けていないもの

でございます。今後、さまざまな議論の中で、条例などでも想定をしてご

ざいませんので、みどりの計画などの見直しも今しているところでござい

ますので、景観計画との連携を十分とってみどりを守っていこうというこ

とで取り組んでいきたいと考えてございます。 

   それからゾーン別の記述につきましては、ご指摘のとおり、私どもも

正直言いまして、中で手分けをしながら、まちを見ながらやってきたわ

けでございまして、確かに不足というご指摘も、おっしゃるとおりでご

ざいます。これから少し中をつくり上げていく中で、少しでも住民の皆

様にもご理解いただけるような記述を加えていきたいと考えてございま
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す。 

会    長     よろしいですか。 

   それでは、まだご発言もあろうかとは思いますけれども、お約束の時

間にもなっておりますので、一応、第１回目としては閉じさせていただ

いて、事務局にお返しいたします。 

まちづくり推進課長  どうもありがとうございました。 

   では、事務局のほうからご案内申し上げます。 

   まず、次回のまちづくり景観審議会の開催日程でございますが、先ほ

ども申し上げましたとおり、本年 11 月頃に、先ほどご説明しました杉並

区景観計画などのご審議をお願いする予定でございます。また、それ以

外の所掌事項として、まちづくり協議会の認定などが出てきた場合には、

別途ご案内を申し上げまして、審議内容あるいは開催日などを決めまし

て、皆様にご連絡を申し上げたいと考えてございます。その節はよろし

くお願いをいたします。 

   また、最後に、本日、配付資料が大変多くございます。そしてお持ち 

帰りになる場合は、お手元に紙袋をご用意してございますので、それを 

ご利用いただければと思います。また、区のほうへ保管をということで

ございましたらば、各皆様、委員お一人ひとりに箱をご用意をして保管

をさせていただくように考えてございますので、机の上に置いたままで

お帰りいただければ、事務局のほうで責任をもって保管をさせていただ

きたいと考えてございます。 

私からは以上でございますが、閉会に先立ちまして、菊池副区長からご

挨拶を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

副 区 長     本日は第１回のまちづくり景観審議会にご出席いただきまして、本当

にありがとうございました。 

   事務局のほうから資料をご用意させていただいたわけでございますが、

膨大な資料でございますので、この短時間のうちにすべてをご説明し、

またご理解いただくというのは、なかなか難しい部分があるのかなと 

思っております。私も事務局の説明を聞いていて、もう少しシンプルに

わかりやすくしていかないと、区民の方々がなかなかご理解いただけな

いんじゃないかなということを危惧したところでございます。 

   今後、詰めていく中で、なるべくわかりやすく、区民の皆様方が、な 
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るほど、そういうことなのかとわかるような資料づくりに努めていきた

いということを強く感じたところでございます。 

   これから、この景観計画につきまして、区民にご意見を伺うと。その

前に委員の皆様方にご説明をさせていただいたわけでございますが、ま

だまだこれは不十分な部分がございます。きょういただいたご意見とは

また別に、もっとこういうふうにしたほうがいいんじゃないかというよ

うなご意見がございましたら、ぜひとも事務局のほうにお寄せいただけ

ればありがたいと思っております。 

 長時間にわたりまして、熱心なご審議をいただきまして、本当にあり

がとうございました。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。な

にぶん、歩き始めたばかりでございますので、不十分な部分、また未熟

な部分がございますけれども、何とか杉並のまちをよくしていきたいと

いう思いで、こういうようなまちづくり条例につきましても、先ほど会

長のほうからお話がありましたように、全面的な見直し、また景観条例

につきましても、景観法に基づいてできるところからやっていきたいと

思っておりますので、どうぞ今後ともよろしくお願いします。 

   本日はどうもありがとうございました。 

会    長     どうもありがとうございました。 

   それでは、これで閉会にさせていただきます。 

―― 了 ―― 

 


